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今回説明した非接続型のサンプルアプリケー
ション
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前回は“接続型”を用いたデー

タの読み出しについて、具体的な

プログラムの書き方を紹介しまし

た。SQL（Select文）をデータベー

スへ発行し、取得されたデータを1

行ずつ読み出してゆく手法は、こ

れまでのDAOやRDOに慣れ親しん

でいた方には違和感のないものだ

ったでしょう。とはいえ、一見する

と必要十分に思えるこの手法も、

決して万能ではありません。複数

行のデータを一度に表示したいと

か、データの更新結果を簡単にデ

ータベースへ反映したいとなると、

いろいろとやっかいな面が露見す

るからです。

これに対して、.NET時代（ADO

.NET）の特徴的なデータアクセス

方法とも言える“非接続型”の場

合には、これらの弱点を克服して

くれるのでしょうか。今回は、非接

続型を用いたデータの読み出しに

ついて、具体的なプログラムの書

き方を紹介します。

前回の接続型の場合と同様、今

回も1ステップずつプログラムの書

き方を紹介してゆきますが、その前

に非接続型の特徴を復習しておき

ましょう。非接続型のデータアク

セスにおける最大の特徴といえば、

DataAdapterおよびDataSetオブジ

ェクトを用いることでした（図1）。

DataSetは、クライアント側のデ

ータベースとも言えるもので、複数

のDataAdapter（データを読み込む

オブジェクト）を組み合わせて作成

可能だと紹介しました。このオブ

ジェクトにデータを取り込んでしま

えば、サーバー側に何度も取りに

行かなくても、自由自在に画面や

帳票に出力できるわけです。デー
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タを更新する際にも、クライアント内（DataSetオブジ

ェクト内）で行なって、あとでまとめてサーバー側へ反

映できるという特徴があります。

ただし、クライアント側に大量のデータを取り込もう

とすると、ネットワークやメモリを無用に圧迫する可能

性があります。画面にデータを表示するにも、何らかの

データ処理を行なうにも、少量のデータに比べて時間が

かかることでしょう。生産性の高さを優先するあまり、

パフォーマンスが犠牲にならないよう、注意が必要だと

いう点を忘れないようにしてください。

それでは復習はこれくらいにして、まずは基本的なと

ころから、非接続型のプログラム作成方法を紹介すると

しましょう（図2）。

データベースに接続しなければ何も始められないのは、

接続型でも非接続型でも同じです。プログラムの書き方

については随分以前に紹介していますし、接続を共有す

る方法についても前回紹介していますから、今回は省略

して先に進みたいと思います。

手順2と手順3も前回の接続型と同じ見出しになって

いるのは、決して筆者が手抜きをしているのではありま

せん。データベースへ接続し、SQLをOracleCommand

オブジェクト（SQL文を実行する）に設定するところま

では、接続型も非接続型も同じ手順なのです。復習の意

味も込めて、2つのステップの構文例を示しておきます

が、問題は次の実際にデータを読み出す手順4です。

Dim cmd As New OracleCommand
cmd.Connection = con
cmd.CommandText = "select ename, sal from emp"

前述のとおり、非接続型（DataSet）を用いてデータ

を読み込むには、DataAdapter（OracleDataAdapterオ

ブジェクト）が必要になります。ここではDataAdapter

を宣言し、そのSelectCommandプロパティに対して、

（手順2で作成した）OracleCommandオブジェクトを設

定します。OracleCommandオブジェクトには接続先が

設定されていますから、これによってDataAdapterが用

いる接続先と、SQL（Select文）が同時に決定されるわ

けです。

Dim da As New OracleDataAdapter
da.SelectCommand = cmd
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図1：非接続型の概念

OracleConnection
オブジェクトの生成 データベースへの接続

OracleDataAdapter
オブジェクトの生成 発行するSQLと接続先を指定

Fillメソッドの発行
データベースからデータを抽出し、
DataSetへ充填

DataSetから
データを参照

一般的にはコントロールへ
バインドする

図2：非接続型の手順

DataSetへ
データを読み込む

OracleConnectionオブジェクトを生成し、
データベースへの接続を確立する1

手順

OracleCommandオブジェクトに対して、
手順1で取得したOracleConnection
オブジェクトを設定する

2
手順

OracleCommandオブジェクトを
DataAdapterのSelectCommand
プロパティに設定

4
手順

実行するSQL文を
CommandTextプロパティに設定する3

手順




